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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種鈴

木
雅
斗
議
員
（
緑
風
会
第
１
）

　

市
長
は
燃
や
す
ご
み
の
週
３

回
収
集
を
選
挙
公
約
と
し
て
い

た
が
、
今
は
生
ご
み
を
別
途
回

収
す
る
ス
マ
ー
ト
ご
み
箱
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
焼

却
し
て
売
電
量
を
増
や
せ
ば
、

分
別
の
負
担
軽
減
や
経
費
面
で

有
利
で
あ
り
、
公
約
実
現
に
も

資
す
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
は

現
代
の
課
題
で
あ
り
、
市
民
の

利
便
性
と
両
立
す
べ
き
と
考
え

る
。
ス
マ
ー
ト
ご
み
箱
の
常
設

は
公
約
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
市

民
に
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

環
境
に
対
す
る
市
の
先
進
的
取

り
組
み
を
示
す
も
の
で
、
最
終

的
に
は
市
民
生
活
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

可燃ごみの収集
週３回化の市長公約 実現性は
生ごみ資源化で利便性との両立図る

清 掃

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、

認
知
症
患
者
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
認
知
症
予
防
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、

小
山
田
直
人
議
員
（
公
明
党
）

　

現
在
、
市
は
法
律
に
基
づ
き
、

高
齢
者
等
へ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
公
費
助
成
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
平

耳
の
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
と
、

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
減
る
な
ど
、
認
知
症
に
な

る
可
能
性
が
高
ま
る
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
高
齢
の
聴
覚
障
が

い
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

成
17
年
の
国
の
予
防
接
種
に
関

す
る
検
討
会
の
中
間
報
告
で
は
、

６
歳
未
満
の
小
児
へ
の
予
防
接

種
の
有
効
性
は
低
い
と
さ
れ
る

が
、
近
年
、
様
々
な
研
究
で
一

定
の
効
果
は
あ
る
と
い
わ
れ
て

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
は

子
ど
も
も
公
費
助
成
対
象
に 

市
の
考
え
は

認
知
症
予
防
対
策
の
観
点
か
ら
検
討
す
る

状
況
の
変
化
に
応
じ
迅
速
に
対
応
し
た
い

聴覚障がい者と認知症インフルエンザ予防接種

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

会
議
は
、
認
知
症
発
症
に
繋
が

る
危
険
因
子
の
一
つ
に
難
聴
を

挙
げ
て
い
る
。
認
知
症
予
防
に

は
社
会
参
加
や
人
と
の
会
話
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

な
の
で
、
認
知
症
予
防
対
策
の

観
点
に
立
っ
た
高
齢
の
聴
覚
障

が
い
者
の
支
援
を
検
討
し
た
い
。

い
る
。
市
は
子
ど
も
を
助
成
の

対
象
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
流
行
抑
止

効
果
が
十
分
確
認
で
き
な
い
と

し
て
、
平
成
６
年
に
予
防
接
種

法
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
17
年
の

検
討
会
報
告
以
降
は
方
針
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
と
し
て

は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

や
な
ぎ
美
智
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は
県
内
の
介
護

人
材
に
２
万
８
千
人
の
不
足
が

生
じ
、
介
護
充
足
率
は
全
国
最

つ
か
こ
し
た
か
の
り
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担

金
の
無
料
化
は
、
子
育
て
世
帯

の
人
口
増
加
の
他
、
受
診
環
境

が
整
う
こ
と
に
よ
る
児
童
虐
待

低
の
74
・
１
％
と
な
る
と
い
う
。

介
護
職
を
目
指
す
人
を
応
援
す

る
仕
組
み
、
資
格
取
得
を
促
進

す
る
制
度
の
充
実
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
現
在
、
市
で
は
介

護
人
材
確
保
策
と
し
て
、
介
護

の
早
期
発
見
や
病
気
の
重
篤
化

を
防
ぐ
こ
と
等
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
自
己
負
担
金

の
無
料
化
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負

初
任
者
研
修
修
了
者
へ
の
助
成
の
成
果
は

自
己
負
担
金
の
無
料
化 

市
の
考
え
は

平
成
30
年
度
ま
で
に
延
べ
30
人
に
助
成

先
進
例
を
調
査
研
究 

国
に
法
整
備
を
要
望

介護人材確保対策子ども医療費助成制度

初
任
者
研
修
修
了
者
へ
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
が
、
当
該
制
度

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
本
制
度
は
平
成
28
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
研
修
修
了

後
、
半
年
間
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
し
た
者
に
対
し
、
研
修
費

用
の
２
分
の
１
、
上
限
５
万
円

を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
30

年
度
ま
で
に
延
べ
30
人
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

担
金
を
無
料
化
す
る
こ
と
は
、

プ
ラ
ス
の
効
果
も
考
え
ら
れ
る

一
方
、
軽
症
で
の
受
診
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
混
雑
に
よ
る
重

症
患
者
へ
の
対
応
の
遅
れ
や
医

療
費
の
膨
張
等
の
問
題
も
危
惧

さ
れ
る
。
今
後
、
既
に
無
料
化

し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
を
調

査
研
究
す
る
と
共
に
、
全
国
一

律
の
制
度
と
な
る
よ
う
国
へ
法

律
の
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

中
町
け
い
議
員
（
市
民
の
声
）

　

要
介
護
認
定
者
の
増
加
に
伴

い
、
家
族
等
介
護
す
る
人
へ
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
窓
口
相
談
が
中
心
で
、
体
験

し
な
が
ら
の
応
対
が
出
来
な
い

環
境
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
体

験
型
の
介
護
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
平
成
10
年
か

体
験
型
の
学
び
の
場
　
市
の
認
識
は

高
齢
者
サ
ポ
セ
ン
で
依
頼
受
け
講
座
行
う

介護支援

ら
保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
柏
井
住
宅
改
造
展
示
場
を
開

設
し
て
介
護
実
習
等
を
行
っ
て

い
た
が
、
介
護
保
険
が
導
入
さ

れ
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に

相
談
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な

っ
た
た
め
、
24
年
に
閉
鎖
と
な

っ
た
。現
在
は
、高
齢
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
自
治
会
や
学
校

等
の
依
頼
に
応
じ
て
実
習
等
の

介
護
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。

つ
ち
や
正
順
議
員
（
市
民
の
声
）

　

障
が
い
を
抱
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も
決

し
て
他
人
事
で
は
な
い
が
、
障

が
い
者
の
支
援
を
行
う
本
市
の

相
談
支
援
専
門
員
の
人
数
は
十

分
足
り
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

障
が
い
者
の
た
め
に
専
門
員
が

無
報
酬
で
相
談
等
の
支
援
を
行

う
場
合
が
あ
る
が
、
相
応
の
報

酬
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
、
市
と

相
談
支
援
専
門
員
は
足
り
て
い
る
か

不
足
し
て
い
る
の
で
増
加
に
努
め
た
い

障がい者福祉

し
て
国
や
県
に
制
度
改
正
を
訴

え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
専
門
員
の
人
数
は
充
足
し

て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
た

め
、
人
数
増
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
や
県

に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
現

場
の
課
題
解
決
に
向
け
た
要
望

を
行
っ
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
要
望

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

石
原
た
か
ゆ
き
議
員
（
創
生
市
川
）

　

中
国
分
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
、

13
年
間
に
渡
り
多
く
の
児
童
生

徒
に
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
平

成
29
年
度
末
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

こ
の
閉
鎖
に
は
驚
き
を
隠
せ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
広
場
の

閉
鎖
に
至
る
経
緯
と
こ
れ
に
伴

う
代
替
措
置
に
つ
い
て
問
う
。

答　
中
国
分
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は

廃
止
に
伴
う
代
替
措
置
は
ど
の
よ
う
に

既
存
施
設
の
効
果
的
な
活
用
を
図
る

中国分スポーツ広場

土
地
使
用
貸
借
契
約
に
基
づ
き

開
設
さ
れ
た
が
、
地
権
者
よ
り
、

29
年
度
末
の
契
約
満
了
時
ま
で

に
当
該
土
地
を
返
還
し
て
欲
し

い
旨
の
要
望
が
あ
り
、
交
渉
の

結
果
、
返
還
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
代

替
措
置
と
し
て
は
、
既
存
施
設

の
効
果
的
な
活
用
を
図
る
と
共

に
、
他
の
施
設
の
利
用
案
内
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
村
よ
し
お
議
員
（
公
明
党
）

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
公
園

は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
も
繋
が
る
。
市
の
第
３

次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
も
示

さ
れ
て
い
る
通
り
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
公
園
整
備
が

今
後
推
進
さ
れ
る
が
、
地
域
住

民
が
主
体
性
を
も
っ
て
こ
れ
に

関
わ
り
、
市
民
が
誇
れ
る
よ
う

市
民
が
誇
れ
る
公
園
づ
く
り
が
必
要
で
は

地
域
の
特
性
を
考
慮
し
て
い
き
た
い

都市公園

な
公
園
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
に
は
個

性
が
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
て
設
計
す
る
こ
と
は
、
市

に
と
っ
て
も
良
い
提
案
で
あ
る

と
考
え
る
。
公
園
利
用
者
等
の

地
域
の
声
に
広
く
耳
を
傾
け
、

様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
、

市
民
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
公
園

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保 健 ・ 福 祉

保 健 ・ 福 祉公 園 ・ 緑 地


